
○日　時：　令和4年7月7日（木）14時30分～
〇場　所：　えにあす会議室8

１．開会  

２．委員紹介

３．正・副会長の選出

４．議題

１）第3次恵庭市食育推進計画について

2）報告事項：令和３年度食育推進事業取組み実績及び

 令和４年度食育推進事業計画について

3）情報提供：【農林水産省】デジタル食育ガイドブックについて

4）その他

５．閉会

令和4年度　第1回

恵庭市食育推進協議会

資料3

資料1

資料1

資料1

資料2

次 第



恵庭市食育推進協議会設置要綱 

（設置） 

第 1条 食育基本法（平成 17 年法律第 63 号）に基づき、恵庭市における食育推進計画を策定する

ため及び総合的な食育の推進を図るため、恵庭市食育推進協議会（以下「協議会」という。）を設

置する。 

（所掌事項）  

第 2 条 協議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

（１） 恵庭市の食育推進計画の策定に関すること。 

（２） 食育の推進と評価に関すること。 

（３） 関係機関・関係団体等との連携に関すること。 

（４） その他、食育の推進のために必要と認められること。 

（組織及び任期） 

第 3条 協議会の委員は２０名以内とし、別表に掲げる者をもって組織する。 

２ 委員の任期は、2 年とする。ただし再任を妨げない。 

３ 任期中に委員が交代するときは、後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第 4条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を総括し、協議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代理する。 

（会議） 

第 5条 協議会の会議は、会長が招集し、会議の議長となる。 

 ２ 会議は、委員の半数以上の出席により開会する。 

 ３ 会長は、必要があると認めたときは、委員以外の関係者の出席を求め、意見又は説明を聞く

ことができる。 

 ４ 会長は、必要があると認めたときは、ワーキング会議を開催することができる。 

（事務局） 

第 6条 協議会の庶務は保健福祉部保健課において処理する。 

（報酬等） 

第 7条 委員には、報酬及び旅費等は支給しない。  

（その他） 

第 8条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。 

附則    

この要綱は、平成 24 年 6 月 1 日から実施する。 

 附則  

この要綱は、平成 26 年 4 月１日から実施する。 

附則 

この要綱は、平成 28 年 4 月 1 日から実施する。 

附則 

この要綱は、令和 2年 4 月 1 日から実施する。 

附則 

この要綱は、令和 4年 4 月 1 日から実施する。 

- 1 -

資料１



別表（第 3条関係）  

関係機関・関係団体 地域・家庭 

１ 
北海道石狩振興局保健環境部 

千歳地域保健室（千歳保健所） 

１１ 
特定非営利活動法人ワーカーズコープ 

恵庭地域福祉事業所 

１２ 地域ＦＭ放送 e-niwa（いーにわ） 

２ 恵庭市農商工等連携推進ネットワーク １３ 恵庭市老人クラブ連合会 

３ 恵庭消費者協会 市役所 

４ 農業生産者 １４ 教育部教育総務課長 

５ 恵庭商工会議所 １５ 教育部社会教育課長 

６ 食品関連事業者 
１６ 教育部学校給食センター長 

１７ 経済部農政課長 

学識経験者 １８ 経済部商工労働課長 

７ 北海道文教大学人間科学部健康栄養学科 １９ 子ども未来部子ども家庭課長 

教育関係 ２０ 子ども未来部すみれ保育園栄養士 

８ 幼稚園・保育園・認定こども園   

９ 恵庭市教頭会   

１０ 栄養教諭 
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恵庭市食育推進協議会　委員名簿

任期：令和4年4月1日～令和6年3月31日

№ 所　属 役　職 氏 名 読み仮名 新任/再任

1
北海道石狩振興局保健環境部
千歳地域保健室

企画総務課　主査 中川　真由美 ナカガワ　マユミ 新

2 恵庭市農商工等連携推進ネットワーク 幹事 島田　龍哉 シマダ　タツヤ 再

3 恵庭消費者協会 会長 戸花　小夜子 トハナ　サヨコ 再

4
農業生産者
（ルーキーズカンパニー）

会長 田中　亮太 タナカ　リョウタ 新

5 恵庭商工会議所 経営支援課 主査 今野　健介 コンノ　ケンスケ 新

6
食品関連事業者
（恵庭農畜産物直売所かのな）

店長 新保　孝 シンボ　タカシ 新

学
識

経
験
者

7 北海道文教大学人間科学部健康栄養学科 教授 服部　富子 ハットリ　トミコ 再

8 学校法人リズム学園恵庭幼稚園 栄養士 中本　七星 ナカモト　ナナセ 新

9 恵庭市教頭会 恵庭中学校　教頭 赤井　輝人 アカイ　テルヒト 新

10 恵庭市立若草小学校 栄養教諭 山崎　久美子 ヤマザキ　クミコ 再

11
特定非営利活動法人ワーカーズコープ
恵庭地域福祉事業所

恵庭市ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・
ｾﾝﾀｰ　責任者

根深　まなみ ネブカ　マナミ 再

12 地域FM放送e-niwa（いーにわ） 営業・制作ﾁｰﾌ 滝沢　貴之 タキザワ　タカユキ 再

13 恵庭市老人クラブ連合会 副会長・女性部会長 亀石　和代 カメイシ　カズヨ 再

14 教育総務課長 早川　剛志 ハヤカワ　ツヨシ 再

15 社会教育課長 黒氏　優子 クロウジ　ユウコ 新

16 学校給食センター長 加藤　孝行 カトウ　コウコウ 再

17 農政課長 山下　主税 ヤマシタ　チカラ 再

18 商工労働課長 藤井　昌人 フジイ　マサヒト 再

19 子ども家庭課長 狩野　志帆 カリノ　シホ 新

20 すみれ保育園栄養士 藤田　郁子 フジタ　イクコ 再

関
係
機
関
・
関
係
団
体

教
育
関
係

地
域
・
家
庭

市
役
所

教育委員会

経済部

子ども未来部
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令和4年度 第１回 恵庭市食育推進協議会

ページ

■ 関係機関・関係団体

北海道石狩振興局保健環境部千歳地域保健室（千歳保健所） ・・・・・・・・・・・ 1

恵庭市農商工等連携推進ネットワーク、経済部商工労働課 ・・・・・・・・・・・ 2
恵庭消費者協会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　3

恵庭商工会議所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　4

■ 教育関係

北海道文教大学 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　5

恵庭幼稚園 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　7

恵庭市立恵庭中学校 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　9

■ 地域・家庭 　

特定非営利活動法人ワーカーズコープ　恵庭地域福祉事業所 ・・・・・・・・・・・ 11
地域FM放送e-niwa（いーにわ）　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 13

恵庭市老人クラブ連合会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　・・・・・・・・・・・ 14

■ 行政

教育部社会教育課 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　15
教育部学校給食センター　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　16
子ども未来部子ども家庭課 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　18
子ども未来部すみれ保育園 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　19

保健福祉部保健課 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　22

資料１

１）令和3年度食育推進事業取組み実績及び令和4年度食育推進事業計画について

資料２



食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 道民の健康づくり推進事業 ■目的 食育の普及啓発

■内容 ①どさんこ食事バランスガイドの普及（パンフレットの配布）

②食生活改善普及月間の普及啓発（ポスターの配布）

■時期 ①随時 ②　9月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 管内地域住民等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■回数・人数①回数：随時配布 ②　回数：１回、人数：管内各３市

■協働機関 管内各市

２、食育教材の貸出 ■目的 給食施設の適切な栄養管理実施の支援

給食施設利用者の健康増進を図り、QOL向上を目指す。

■内容

■時期 随時

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 学校（幼稚園）、保育所、福祉施設等

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■回数・人数なし

■協働機関 管内各市

３、食環境整備事業 ■目的 食生活環境整備事業

■内容 ①ほっかいどうヘルスサポートレストラン事業の推進

②食品表示法による栄養成分表示の推進

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 随時

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 管内飲食店

■回数・人数

②食品表示法に係る個別相談（８件）

■協働機関 登録飲食店等

令和３年度

令和３年度

ほっかいどうヘルスサポートレ
ストラン推進事業について、事
業の推進のため、事業周知や新
事業の登録推進に取り組む。
・登録要件が店内禁煙のため、
登録推進と併せて喫煙器具・設
備等の設置に関する指導監督を
行い、受動喫煙防止を図る。

領域

1 2 3

①登録件数　54件（二つ星店　1件（塩分控えめ・脂質控えめ））

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

令和３年度

目標

領域

1 2 3

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

目標

令和4年度　第１回食育推進協議会資料

事業名 令和4年度計画・内容令和3年度取組み状況

領域

1 2 3

北海道千歳保健所

・令和3年度と同様の取組を行
う。

・貸し出し媒体のＰＲを積極的
に行う。

学習媒体の貸出により食教育を行い、喫食者本人やその家族の
健康づくりを支援する。

食品選択や外食摂取において、健康管理上の適切な選択を支援
する。
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１農商工連携による商品開発事業 ■目的 ■開発製品の継続販売支援

■新たな製品の企画開発商品

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

○

■時期 令和3年4月～令和4年3月

■対象 市民、石狩管内の住民

■回数・人数道と川の駅花ロード・えにわ、その他市内外イベントでの販売

■協働機関 市内外食品関連企業、販売者

２恵庭市農商工等連携推進ネットワーク事業 ■目的

■内容 ■新商品の企画開発支援

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 令和3年4月～令和4年3月
○ ○ ■対象 同ネットワーク会員（107企業・団体等）

■回数・人数商談会への出展支援（1事業者）、情報発信33回、開発商品18品

■協働機関 恵庭市農商工等連携推進ネットワーク

３、 ■目的

■内容 えにわん産業祭（コロナにより中止）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期
○ ○ ■対象

■回数・人数

目標

令和3年度

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

恵庭市内農商工連携においては一次産品等の原材料情報の提供、友好都
市・藤枝市との連携商品については「恵庭市・藤枝市連携商品開発事業
補助」の活用により1事業者が新商品を開発し販売された。また、恵庭市
内の農業者や飲食事業者、市内食品関連企業とが連携し、16製品が企
画、開発、販売された。

恵庭市農商工等連携推進ネットワーク事業として情報発信や商談会等の
出展支援、商品開発推進等を実施。

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

地域資源を活用した新製品を開発・販売することを通して、地域内企業
による地元産農産物の活用と市民による資源と取り組みの理解を促し、
地場消費の拡大を図る。

農商工連携を推進し、地域資源を活用した特産品開発等をもって地域経
済の活性化を図る。

質の高い農畜産物や食品加工製造関連の企業の製品など優れた素材を使
用し、農商工連携の取組みによって開発された加工品の展示・販売を通
じ、恵庭の地域資源の豊かさを市内外にＰＲする。

■会員商品のウェブサイトやパ
ンフレット配布などによる情報
発信

■友好都市である藤枝市との連
携による商品開発の推進

■新型コロナウイルスの影響に
より中止

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

恵庭市農商工等連携推進ネットワーク
経済部商工労働課
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１お米料理と講話 ■目的 ・お米の消費拡大と料理の知識を深める。

・お米の正しい知識を学ぶ。

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 １１月３日（水）

○ ○ ○ ○ ○ ■対象 会員・一般

■回数・人数 料理講習会　９人 講話　２７人

■協働機関 北海道米販売拡大委員会

２味噌づくり ■目的 ・地産地消の普及啓発。

・味噌の効能を理解する。

■内容 恵庭産大豆を使った味噌づくり

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ２月３日（木）

○ ○ ○ ■対象 会員

■回数・人数 １０人

■協働機関

北海道文教大学の先生を講師に招き、お米の料理講習会と講話。

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

恵庭消費者協会

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

コロナ感染の状況を見ながら、
実施の方向で秋を予定していま
す。

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

昨年同様の時期で一般の方の参
加も考えています。
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 恵庭産えびすかぼちゃ ■目的 地産地消の啓蒙のため実施

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年

○ ○ ○ ○ ■対象 市内小中学校、幼稚園、保育園

■回数・人数 幼稚園・保育園については月１回程度

■協働機関

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

3

令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容事業名

恵庭商工会議所

恵庭産えびすかぼちゃの冷凍ペーストを給食の食材として
提供

食をとおし
て地域をつ
くる

1

令和3年度

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2
食をとおし
て

人と育む
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、食育教室 ■目的

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■内容

■「食育教室」時期・対象・人数

1

2

3

■「ミニ食育教室」時期・対象・人数

1

2

3

■協働機関 恵庭市・恵庭市教育委員会、ルーキーズカンパニー
放課後スクールONE STEP

25 6

総計 69 20

12/22 学童保育に通う恵庭市内の小学生

ボラン
ティア

10/27 学童保育に通う恵庭市内の小学生 23 9

11/24 学童保育に通う恵庭市内の小学生 21 5

12/19 小学生４・５・６年生 18 14

総計 6 6 7

10/23 小学生４・５・６年生と保護者 6 6 7

11/21 小学生１・２・３年生と保護者 17 17 10

食育教室は年５回、ミニ食育教
室は年10回、対面での実施を予
定している。
今後状況により、リモートでの
食育教室を実施予定。

新型コロナウイルス感染症流行の影響により予定していた対面での
「食育教室」は２回中止となった。第１回の「えにわ大好き！食の体
験ランド！」はオンライン開催し、調理実習、動画配信、食育クイズ
を行った。第２回、第３回は対面で実施した。
また、リズム学園の放課後スクールONE STEPの学童保育に通う恵庭
市内の小学生を対象に「ミニ食育教室」を行った（計3回）。
学内の食育ボランティア愛好会の協力を得て開催した。
実施内容のパネルを作成、実施レシピと共に食育の普及・啓発に活用
した。（オープンキャンパス展示、大学祭展示、恵庭市食育推進展示
等に活用）

回数 月/日 対象
人数 ボラン

ティア子 親

回数 月/日 対象 人数

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

3

地域の高等教育機関として、子どもやその保護者が作る楽しさを共に
体験し、食を通じた子こどもの健全育成をねらいとしている。
“食事作りや準備に関わる”“食事を味わって食べる”“一緒に食べ
たい人がいる”を目標に国が示している「楽しく食べる子ども」を目
指す。

目標

令和3年度

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

北海道文教大学

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

北海道文教大学

２、食育教材の制作と活用及び提供 ■目的 道民への栄養・食生活に関する普及・啓発

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

〇 〇 〇 〇 〇 ■時期 1月
■対象 道民
■協働機関 北海道保健福祉部健康安全局地域保健課

３、北海道文教大学　公開講座 ■目的

■内容
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

〇 〇

■時期 12月
■対象 食物アレルギーをもつ子供の保護者

１回・１0人
■協働機関 コープさっぽろ、辻安全食品

４、道文教大のしあわせレシピ ■目的 地域や食品企業との連携事業を通じて、健康・環境・食資源に関する ■前年度と同様に実施予定
情報を伝え、広い視点から食への関心を高める。

■内容 生活情報紙「ちゃんと」に月１回料理レシピを掲載。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年
〇 〇 〇 〇 ■対象 一般市民

■回数・人数 11回
■協働機関 株式会社　メディアコム

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

目標

令和3年度

領域

1 2 3

■回数・人数

目標

令和3年度

食物アレルギーをもつ子供の保護者に対して、知識の普及

「包括連携協定企業の商品活用編」「SDGsの達成編」「食品副
産物の利活用」「食育教室編」など、本学の授業および学科事
業で活用した料理レシピを掲載。

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

食をとおし
て地域をつ
くる 「こどもの食物アレルギー～進化してます、対応食・メニュー～」を

テーマに、食物アレルギーの基礎知識、現在の治療法や対応メニュー
等の情報を提供した。

予定なし。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む
目標

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

昨年同様、提出予定。

健康栄養学科3年生が栄養教育論実習で道民を対象とする栄養・食生
活に関する教材の作成（卓上POP）を行い、道へ提出した。教材は、
道から企業・団体へと情報発信された。
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１幼稚園給食 ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容

■内容 和食を中心にしたメニューによる幼稚園給食

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 幼児

■回数・人数 年間約100食、約200名

■協働機関 島田農園、株式会社アイコーメディカル

２畑の活動 ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容

■内容 畑、水田、調理

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年

〇 〇 〇 ■対象 幼児

■回数・人数 約２００名

■協働機関 島田農園

３家畜の飼育 ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容

■内容 豚の飼育（食肉）

・食物への感謝の気持ちを育む
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ９月～１１月

〇 〇 ■対象 幼児

■回数・人数 約２００名

■協働機関 JA道央

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

恵庭幼稚園

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

日本文化である和食に幼少期から触れるとともに、幼児および
その保護者に食に対する関心を高め、食の大切さを学ぶ

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

・和食の意味や意義なども食育
の中で触れていく

・地元恵庭市で作られた米やパ
ンを食することで、より食への
関心を高める

身近にある食を園生活に取り入れることにより、食と生活を結
びつけ将来にわたって食に関心を持ち、関わる心を育む

・野菜作り、米作りを身近で体
験することにより、生産者への
感謝の気持ちを持つ

・保存食を積極的に作ること
で、より生活に密着させた活動
を展開する

動物を飼育し、その肉を食することで命の大切さを学ぶと共に
命と食の関係についても学びを深める

・命と食の関係についての学び
を深める
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

恵庭幼稚園

４給食ができるまで ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容

■内容 給食ができるまで

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ６月・７月

〇 〇 〇 ■対象 幼児

■回数・人数２回・116名

■協働機関

５食事のマナー ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容

■内容 食事のマナー

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ４月・５月・１２月

〇 〇 ■対象 幼児

■回数・人数２回・１７４名

■協働機関

６三色食品群を知ろう ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容

■内容 三色食品群を知ろう

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ９月

〇 〇 〇 〇 ■対象 幼児

■回数・人数１回・５８名

■協働機関

令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

・調理員が調理しているところ
を撮影したり、実際に見に行
き、音や匂いを感じながら給食
ができるまでを五感で感じるこ
とで理解を深める

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

事業名 令和３年度取組み状況

給食に関わっている人々や食材について知り、給食（食事）に
対する感謝の気持ちや大切に食べようとする心を育む

食事という同じ時間と環境を共有するもの同士が気持ちよく過
ごすためにはどうしたら良いのかを考える

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3

目標

令和3年度

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

・４月の様子と１２月の様子を
撮影し、振り返りの機会を作る

・毎日の給食の食材を三色に分
類する

バランスの良い食事を自ら選択できるよう、食品の分類や食べ
物と身体の関係について考える
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 食の指導 ■目的

■内容 食に関する指導の全体計画に基づく指導

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 １年：10月、2年：3月、3年：12月

〇 〇 〇 〇 ■対象 全学年・全生徒

■回数・人数 食の指導は３回（各学年１回）

■協働機関

２、 給食指導 ■目的

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■時期 通年

■対象 全学年・全生徒

■回数・人数

■協働機関 学校給食センター

３、 ふるさと教育 ■目的

■内容 恵庭中学校ふるさと教育に係る全体計画に基づく指導

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 12月

〇 〇 〇 ■対象 2年生

■回数・人数

■協働機関

給食だより（教室用）の「一口メモ」を給食時間に放送する。
②給食指導資料を給食時間に学級配布

ふるさとの産業にふれるとともに、地域の人々とのふれあいを通
して、地域の一員としての自覚を持たせる。

食をとおし
て地域をつ
くる

令和3年度

3

昨年度の指導を継続して行う。使用している恵庭産食材や調理の様子を知り、食への関心
を高める。

　例年、恵庭の食材を使用した
調理実習を実施していたが、新
型コロナ感染症の感染拡大を防
ぐため、調理実習は行わず、各
教室での指導のみ実施。
　今年度について検討。

3

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

3

令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容事業名

恵庭市立恵庭中学校

自らの生活や今後の成長、将来の生活と食生活の関係につ
いて考え、望ましい食習慣を形成するために判断し、行動
する力を身に付ける。

昨年度の指導を継続して行う。

食をとおし
て地域をつ
くる

1

領域

目標

食をとおして
健康をつくる

2
食をとおし
て

人と育む

1 2

令和3年度

領域 食をとおし
て地域をつ
くる

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

1

領域

目標

目標

令和3年度

2

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

恵庭市立恵庭中学校

４、 食育だより ■目的

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 全学年・全生徒および家庭

■回数・人数 月１回

■協働機関

学校行事や食の指導の月目標に沿って食育だよりを発行
し、生徒自身や家庭に対する食の情報発信する。

令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

昨年度の指導を継続して行う。

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

事業名

3

領域

1 2

食に関する指導の指導項目・指導目標に基づく食育だより食をとおし
て地域をつ
くる

令和3年度

目標
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、 子どもの生活・学習支援事業 ■目的

■内容

■時期 ：通年
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■対象 ：概ね小学4年生～中学1年生の児童（柏小学校・島松小学校）

〇 〇 〇 ■回数・人数：毎週木曜日（子ども１0名程度、支援者６名）
■協働機関 ：子ども家庭課

２、 地域・子ども食堂 ■目的 ：子どもの孤食や共働き家庭への支援

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

〇 〇 〇 〇

■時期 ：通年
■対象 ：乳幼児～、保護者、地域の大人
■回数・人数：毎月第３水曜日、30～７０名程度　
■協働機関 ：市内農家、トドックフードバンク(食材提供）

３、 恵庭市ファミリー・サポート・センター■目的 ：ファミリー・サポートの協力会員になるための講習
協力会員講習会　・　会員交流会　等 　幼児の食に関わる知識を座学・実習を通じて学ぶ

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ：6月・11月
〇 〇 〇 〇 ■対象 ：恵庭市ファミリー・サポート・センター会員

■回数・人数：２回、７名
■協働機関 ：保健福祉部保健課、子ども未来部子育て支援課

目標

令和3年度

令和3年度

講習は７月・1０月の年2回開
催。新型コロナウイルス感染症
流行の影響で、調理実習は行わ
ず、座学での対応とする。

会員交流の一環として、畑での
野菜の栽培や収穫・ピザづくり
等を計画している。

領域

1 2 3 ：食育（栄養・歯の健康）についてを学ぶ座学の実施。事務局の庭
先の畑を活用し栽培した野菜を、交流会時に活用。食をとおして

健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

人数や感染対策に考慮しながら
事業を継続する。

季節の野菜や行事食も取り入
れ、食への興味をもてるメ
ニューにする。

地域の大人と子どもが食を通じ
てコミュニケーションを図れる
よう、一緒に配膳・洗い物・食
事作りに関わる記会をつくる。

緊急事態宣言期間も開催。
（玄関や車での受け渡し）
様子を見ながら、室内での受け
渡しや交流、食事の時間を共有
出来る場面をつくっていく。領域

1 2

：地域の方との関わりを通じて、子どもも大人も安心できる居場所
づくり
：月に１度ボランティアスタッフが中心となりカレーライスを提供

：本来は「皆で食事を囲み、読み聞かせを行う地域の方との交流の
場や親同士の交流の場」を目指すが、そのような形態での開催は10
月・11月のみで、その他はテイクアウトの対応。

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

令和3年度

3

3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

目標

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

特定非営利活動法人　ワーカーズコープ
恵庭地域福祉事業所

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2

：片親家庭や生活困窮世帯の子どもを中心とした、学習と食事の場
   の提供
：教員経験者などが学習を支援し、地域のボランティアの方を中心
に会場で食事を作成し皆で食事を共にし配膳等各自が行う
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

特定非営利活動法人　ワーカーズコープ
恵庭地域福祉事業所

４、 恵庭市地域活動支援センター事業 ■目的 ：食を通じて利用者間や職員との関係性をつくる

■内容 ：利用者と一緒に汁ものやご飯・おかずを作り食す

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ：4月から3月
〇 〇 ■対象 ：地域活動支援センター利用者・職員

■回数・人数：週一回、1回7～8名程度
■協働機関 ：

５、 カフェ　・　畑　 ■目的 ：食を通じて地域のつながりを深める
：就労支援B型(はっぴーjob）の就労の場

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ：通年
〇 〇 〇 〇 〇 ■対象 ：地域の方・就労支援事業利用者

■回数・人数：利用者は１日３～１０名程度
■協働機関

：栄養バランスや安心安全を考えたメニューの提供。自分たちで栽
培した野菜のメニューへの活用や販売を通じて、地域の方との交流
を行った。

週一回程度の頻度で、今後も手
作りご飯の日を設ける。

まかない食は利用者の栄養を考
えたメニューにこだわってい
る。
畑は今年度も継続し、苗植えや
収穫は就労支援事業の利用者と
共に行う。

収穫体験を地域の方へも呼びか
け、交流や食への関心をもつ
きっかけとする。

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

目標

令和3年度

令和3年度

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

領域
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１FM「e-niwa」でのPR放送 ■目的 継続実施

■内容 毎月食育の日（19日）に併せた情報発信情報番組内で5分程度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 毎月19日前の木曜日　13：40～

○ ■対象 一般市民

■回数・人数 年間12回

■協働機関 保健課

２FM「e-niwa」でのPR放送 ■目的 継続実施

■内容 幼稚園、小学校、中学校の当日の給食を紹介

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 学校の休日（夏休み・冬休みなど）を除く月曜～金曜　11：30～

○ ○ ■対象 一般市民

■回数・人数 年間180回程度

■協働機関 恵庭市学校給食センター／子ども家庭課

３FM「e-niwa」でのPR放送　ほか ■目的 継続実施

■内容 ﾗｼﾞｵでは適宜放送中　その他Youtubeで配信中

小学校では放送校あり　スーパーではリピート再生使用店あり

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年

○ ○ ○ ○ ■対象 一般市民

■協働機関

令和3年度

市内スーパーマーケットおよび直売所数件／恵庭市教育委員会／子ども
家庭課

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

地元の音楽ユニット「Dual March」が作詞作曲した「食べて恵庭の野菜」
をﾗｼﾞｵでのONAlRやスーパーマーケットでの使用、小学校の給食時間を
利用した校内放送によって、地産地消に貢献および情報発信

目標

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3

食育に関心を持つ市民を増やすため、食育に関する情報発信を実
施

令和4年度　第１回食育推進協議会資料

地域FM放送e-niwa（いーにわ）

事業名 令和3年度取組み状況 令和4年度計画・内容

領域

食育に関心を持つ市民を増やすため、食育に関する情報発信を実
施

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、基礎を学び、利用して料理してみよう！ ■目的

男の料理教室

■内容 料理教室（基本） 目的　前年度と同じ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 令和3年10月13日（水）令和4年2月15日（火）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 男性会員 コロナの影響で中止

■回数・人数 2回　8～10人（1回につき）

■協働機関

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止

令和4年度　第１回食育推進協議会資料

令和4年10月
令和5年2月　　の2回

3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和２年度

恵庭市老人クラブ連合会

事業名 令和3年度取組み状況 令和4年度計画・内容

男性の自立（食に関して）とフレイル予防

領域

1 2
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、えにわ大好き！食の体験ランド ■目的

■内容

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

〇 〇 〇 〇 〇

■時期 10月23日（土）

■対象 小学生2～6年生児童とその保護者

■回数・人数 6組

■協働機関 北海道文教大学・ルーキーズカンパニー

２、恵庭市公民館主催事業 ■目的

【親子ふれあい教室】 ■内容

③ひなまつりケーキ作り（新型コロナウイルスの影響により中止）

■時期 ①4月17日(土)、②12月11日(土)、③2月19(土)(中止)
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 小学生の親子

〇 〇 〇 ■回数・人数 ①22名(大人10名、子ども12名)、②７組、③中止

■協働機関 講師：市民講座・料理教室担当講師

３、恵庭市公民館主催事業 ■目的

【日曜趣味講座】 ■内容

■時期 10月17日（日）

■対象 一般市民
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■回数・人数 7名
〇 〇 ■協働機関 講師：恵庭手打ちそばの会

子どもたちに創作や遊びの技術を学ばせるとともに、料理を通して親子が触れ合う機会を創出す
る。

目標

令和２年度

②クリスマスケーキ作り

目標

食をとおし
て地域をつ
くる

　内容は概ね令和3年度と同様に検討している。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

そば打ち基礎講座

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

公民館事業として関心の高い「食」をテーマに平日の講座に参加できない人に参加の機会をつく
る

①親子でクッキング

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

目標

令和3年度

現代的課題の一つである食育において第3次恵庭市食育推進計画に基づき、調理体験や収穫体
験、ワークショップによるグループ協議を通して、食や人のつながりの大切さについて考える。

　内容は概ね令和3年度と同様に検討している。
　４月２３日（土）に親子ふれあい教室「親子で
楽しいパンづくり講座」を開催し、18名（大人8
名・子ども10名）の参加があった。

領域

1 2 3

　R2～3年度は新型コロナウイルスの影響により
オンラインで開催したが、.昨年度の参加者アン
ケートで、オンラインより対面での実施を望む声
が多かったことや、新型コロナウイルスの影響が
落ち着いてきたため、主催３団体の協議により、
対面で10月に開催をすることに決定。詳細は協議
中。

令和3年度

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

教育部社会教育課

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

【事業概要】行政（教育委員会）・高等教育機関（北海道文教大学）・農業青年団体（ﾙｰｷｰｽﾞｶ
ﾝﾊﾟﾆｰ）との協働事業として実施。
　R3年度は新型コロナウイルス感染症への感染拡大防止のため、R2年度に引き続きオンライン
開催とし、参加者は自宅からZoomを活用してもらい、リモートによる各種プログラムを体験し
てもらった。
【プログラム内容】恵庭産のブロッコリーを題材にし、ﾙｰｷｰｽﾞｶﾝﾊﾟﾆｰが動画で食材や農場を紹
介、文教大学学生が配信によってクイズを出題。続いて文教大学と各家庭の台所をリモートで繋
ぎ、恵庭の食材を使用したブロッコリーのパスタとレタスサラダの調理教室と食事を行った。

-15/23-



食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１．学校給食の実施 ■目的 ■令和3年度と同様に実施

■対象 小学校/3,985食
中学校/2,112食

■内容 ※R4.6.8現在

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■提供日数

■時期 通年 184日から197日/年
■対象 小学校/784,089食、中学校/394,980食　

※教職員含む
■提供日数 175日から200日/年
■協働機関 (一財)恵庭市学校給食協会

２．食指導（小学校） ■目的 ■令和3年度と同様に実施予定

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 小学校８校全児童

■協働機関 各小学校
３．食指導（中学校） ■目的 ■令和3年度と同様に実施予定

■内容

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■時期 通年
■対象 中学校５校全生徒
■協働機関 各中学校

４．給食試食会 ■目的 保護者に学校給食を理解してもらうことを目的に実施。 ■令和3年度と同様に実施予定
■内容

■対象 小・中学校の保護者として開催予定であった。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
○ ○ ○ ○ ○ ○

食についての問題や給食の実態、疑問、要望等の話し合いの場とする予定で
あったが、新型コロナウイルス感染症対策により中止。領域 1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

生徒が望ましい食生活の基本と食習慣を身につけ、食事を通し自らの健康管
理能力を育成させるよう指導を行う。

各学校における「食に関する指導の全体計画」に基づき各教科及び特別活動
や総合学習の時間にて食指導を行った。また、栄養調査と給食調査を隔年で
実施したほか給食だよりの発行などを実施した。

領域 1 2 3

3
食をとおして
健康をつくる

目標

令和3年度

食をとおし
て地域をつ
くる

「食に関する指導の全体計画」に基づき指導したほか、栄養調査と給食調査
を隔年で行うとともに、給食だよりの発行などを実施した。

目標

食をとおし
て

人と育む

令和3年度

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

教育部学校給食センター

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域 1 2 3

心身の健全な発達のために、バランスのとれた栄養豊かな食事を提供するこ
とで、健康の増進と体位の向上を図るとともに、正しい食事のあり方や望ま
しい食習慣を身に付け、好ましい人間関係を育てる。

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

目標

令和3年度

児童が食物に関心を持ち、みんなで楽しく給食を食べることから食物の働き
を理解し、好き嫌いなくたべることができるような指導を行う。

領域 1 2

学校給食を食に関する指導の「生きた教材」として活用し、栄養バランスの
とれた食事内容の体験を通して学ばせるとともに、家庭との連携により家庭
における食の指導の充実を図った。

令和3年度

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

教育部学校給食センター

５．食物アレルギー対応 ■目的 ■令和3年度と同様に実施
■牛乳代替及び牛乳停止数

■内容 小学校/107人
中学校/85人

■時期 通年 ※R4.4.8現在

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 317人(小学校/185、中学校/132人) ※R4.3.31現在

○ ○ ○ ○ ○ ■協働機関 (一財)恵庭市学校給食協会

６．食育情報の発行 ■目的 ■令和3年度と同様に実施

■内容

■時期 通年
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 小学校全児童、中学校全生徒及び保護者
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■回数 毎月1回

７．料理教室 ■目的 ■令和3年度と同様に実施予定

■内容

■日時・会場 令和3年11月21日(日)10時～ 北海道文教大学
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ■対象 小学校１年生～３年生とその保護者
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■参加人数 児童17人・保護者17人

■協働機関 北海道文教大学、(一財)恵庭市学校給食協会

８．食育推進展示 ■目的 ■令和3年度と同様に実施予定

■内容

■日時・場所 令和3年6月17日(木)～30日(水) 恵庭駅西口空中回廊
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 令和3年6月24日(木)～7月7日(月) えにあす１階
○ ○ ○ ○ ○ ○ 令和3年7月8日(木)～21日(水) 図書館本館１階

令和3年11月19日(金) えにあす１階ホール
■対象 恵庭市市民及び恵庭市来訪者
■協働機関 保健課ほか

学校給食による、小学校・中学校での食指導や恵庭産野菜を活用した献立を
紹介し食育の推進を図る。
学校給食のパネル展示や、「給食だより」により食育情報を提供した。

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

令和3年度

食をとおして
健康をつくる

3
食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

食育の推進を図るため、子どもを対象とした事業を実施し、食への関心を高
める。

領域 1 2 3 北海道文教大学、(一財）恵庭市学校給食協会と共催し「恵庭の野菜を食べよ
う！」をテーマに料理教室を開催。

食育の推進を図るため、食に関するテーマのもと毎月家庭に情報の提供を行
う。

領域 1 2 3 給食だよりの献立の裏面を活用し、「しょくいく」情報を発行。
食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

対象者を把握し、代替食の提供及びアレルギー対応連絡表の配布を実施。
食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

令和４年度計画・内容令和３年度取組み状況

目標

令和3年度

領域 1 2
食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

事業名

学校、保護者と連携を密にし、給食による食物アレルギーの事故防止とみん
なで給食をたべる楽しさを共有する。

領域

目標

1 2 3
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、子育てセミナー ■目的 ■前年度と同様に実施予定

　・離乳食について
　 令和4年4月実施予定

■内容 ・子育てセミナーとして実施（講師：保健課栄養士） 　・食育講座
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 　①食育講座　②離乳食について 令和4年6月実施予定
〇 〇 〇 〇 〇 〇

■時期 　①食育講座：令和3年9月（コロナ禍により中止）
　②離乳食について：令和3年12月

■対象 ・就学前の子どもとその保護者

■回数・人数 ②乳幼児の親子8組（計16名）

■協働機関 保健課

令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

令和3年度

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

食をとおして
健康をつくる

・乳幼児の保護者を対象に、食や栄養に関する知識や情報の
提供を行うことで、離乳食に関する不安を軽減するととも
に、家族の食について考える一機会とする。

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て

地域をつく
目標

子ども未来部  子ども家庭課

事業名 令和３年度取組み状況
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、保育所給食 ■目的

■内容 昼食1回、間食2回（3歳以上児は1回）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 全園児

■回数・人数 保育所開所日に準ずる
■協働機関

２、菜園活動、収穫体験 ■目的

■内容 野菜等の栽培、収穫
3歳以上児：枝豆、ミニトマト、人参、玉ねぎ、さつま芋

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 2歳児：ミニトマト、なすび、ピーマン
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 4月～11月

■対象 2歳児、3歳以上児
■回数・人数
■協働機関

３、クッキング保育 ■目的

■内容
（ずんだもち、カレー）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 通年
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■対象 3歳以上児

■回数・人数2回各45名
■協働機関

目標

令和3年度

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

子ども未来部　すみれ保育園

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

■3年度同様に実施

■園敷地内にある菜園を移動す
るため、4年度は使用できな
い。
プランター等を中心に栽培・収
穫を行なう予定。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

■3年度同様に実施
　これまでと同様、感染症感染
予防対策を講じながら、実施す
る。領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

子どもの健やかな発育・発達をめざし、同時に子どもの食事、食生活を支援
していく

自らの体験や感覚を通して、自然の恵みや育てた人への感謝の気持ち、命を
大切にする気持ちを育む。

（公財）道央農業振興公社（じゃが芋収穫機会の提供）

自ら料理をすることで、食への興味を引き出し、作ること・食べることの楽
しさを伝える

クッキング活動　※加熱調理は保育士等が行い、園児は見学のみ。
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

子ども未来部　すみれ保育園

４、保育所給食　試食会 ■目的 保育所給食に対する保護者の理解を深める

■内容 保育園人気メニューの試食・レシピ配布
アンケート実施（給食レシピの活用状況）
※新型コロナウイルス感染症の感染予防の観点から中止した。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

○ ○ ○ ○ ○ ■対象 保育所の保護者
■回数・人数
■協働機関

５、季節や文化を通した食育活動 ■目的 食を通して季節感や、伝統的な食文化を伝える ■3年度同様に実施

■内容 日々の給食や保育の中で、季節感や伝統的な食育活動の実施
（七草粥・焼き芋・餅つき等）

■時期 通年
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■対象 全園児
○ ○ ○ ○ ■回数・人数　　各１回

■協働機関

６、地産地消の取組 ■目的 安心安全な給食の提供、地域の活性化 ■3年度同様に実施
■内容 地域で収穫された農産物等を給食に取り入れる。

地元の農産物を知る機会として紹介する。
■時期 5月～11月中旬（米は通年）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■対象 全園児
○ ○ ○ ○ ○ ■回数・人数

■協働機関 恵庭農畜産物直売所「かのな」、JA道央、コープさっぽろ恵み野店

７、しょくいくだより、保育所給食レシピの配布■目的 食に関する情報の提供

■内容

■時期 通年
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■対象 保育所保護者
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■回数・人数 月1回

■協働機関

食に関する情報を掲載した「食育だより」と季節に合わせた保育園給食メ
ニューレシピの配布、市ホームページへの掲載

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容
■今年度も中止する。園児の嗜
好の把握方法については、検討
中。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

　感染症の感染拡大状況によ
り、行事の時の地域の方（町内
会・老人クラブ）との交流につ
いては、検討する。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

領域

1 2 3 給食だより、食育だより等により保護者に使用食材の産地を伝える。
食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

■食に関する情報を掲載した
「食育だより」については、3
年度同様に作成する。（合わせ
て市ホームページ掲載）
保育園給食メニューレシピの配
布は、新メニュー作成・給食提
供時に実施予定。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

子ども未来部　すみれ保育園

８、給食・食育会議、研修会の実施 ■目的 保育所の給食・食育について検討する

■内容

■時期 通年
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■対象 保育士、調理員、栄養士等（認可保育園11園）
○ ○ ○ ○ ○ ■回数・人数給食・食育会議 年12回（R2・3年度は全て書面会議）

調理実習 年1回（3年度は中止）
衛生管理研修会 年１回

９、非常食の試食 ■目的 非常時の給食や災害時の食について関心を持つ

■内容 保育所で備蓄している非常食の試食
（レトルトカレー、アルファ米、缶詰、クラッカー等）

■時期 通年
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■対象 全園児
○ ○ ■回数・人数 2回

■協働機関 市基地・防災課（一部、備蓄食の提供）

給食献立検討、食育計画の策定、意見交換、食育活動報告、衛生管理研修、
調理実習（新メニューの開発・調理作業手順の確認）

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容
■給食・食育会議
実施方法を検討した結果、4年
度については、書面での実施に
変更。
■衛生管理研修会
2・3年度は、保健所主催の研
修会を恵庭市保育園・認定こど
も園調理従事者対象として実施
いただく予定でしたが、資料提
供のみ実施。4年度も資料提供
を実施。

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

令和3年度

（衛生管理アンケート実施後、千歳保健所より助言を受け資料にて確認）

■3年度と同様に実施

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

食をとおし
て地域をつ
くる

目標
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

１、妊婦教室（マタニティクラス） ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容 ・講話「妊娠期・産後の食事について」
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■時期 ８月、１１月、２月
○ ○ ○ ■対象 妊娠１６～３５週（5～９か月）の初妊婦とその家族

■回数・人数 3回　25名
■協働機関

２、育児教室 ■目的 ・離乳中期の量や形態等の進め方がわかる。 ■前年度と同様に実施予定

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ■内容 講話「離乳食の進め方」（調理実演、試食は中止）
〇 ○ ○ ■時期 年6回（内1回はコロナの影響で中止）

■対象 生後6～7か月の乳児とその保護者
■回数・人数 5回　69名
■協働機関

３、食育講座 ■目的 ■前年度と同様に実施予定

■内容 栄養士・歯科衛生士講話
テーマ「えにわの野菜で元気いっぱい！フレッシュえにベジ」

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ テーマに沿ったメニュー紹介等
○ ○ ○ ○ ○ ○ ■時期 コロナの影響により中止となった

■会場

■回数・人数
■協働機関 子育て支援センター

・離乳食の進め方などの不安や悩みについて解決策がわかり、ゆったりと
した気持ちで離乳食が与えられる。

様々な経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得する。
家族の食について考える機会とする。

令和3年度

子育て支援センター（はくよう、しままつ、めぐみの、こがね、かしわ、
えにわ）

令和3年度

領域

1 2 3 ・会場にオンラインを追加して
６月に実施予定。食をとおして

健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

領域

1 2 3 ・離乳食作りの実演に関しては
動画を作成し、教室内で見ても
らうこととする。

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

（コロナの影響により調理デモ
ンストレーション・試食は中
止）

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

目標

令和3年度

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

保健福祉部保健課（恵庭市保健センター）

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容

・妊娠中から自分の食生活を振り返り、バランスのよい食事や必要な栄養
素の摂取について理解を深める。

領域

1 2 3
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食育推進事業取組み状況 機関・団体名

令和４年度　第１回食育推進協議会資料

保健福祉部保健課（恵庭市保健センター）

４、食育講演会 ■目的

■内容
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

○ ○ ○ ○ ○ 講師　クッキングキャスター　星澤幸子　氏
■対象 市民
■時期 11/19（金）１０時３０分～
■回数・人数 33名
■協働機関

５、食育推進展示（えにわの食育展） ■目的 関係機関や団体での食育推進の取り組みを通じ、食に関する知識や ■内容
情報を伝え、市民の食に対する関心を高める。

■日時・会場
①6/17(木 )～30(水)恵庭駅西口空中歩廊 ■日時・会場

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ②6/24（木）～7/7（水）えにあす１階
○ ○ ○ ③7/8（木）～21（水）  図書館本館

④11/19(金)  えにあす(食育講演会同時開催)
■内容 食育の取組みパネル展示、レシピ・パンフレット等配布
■回数・人数 全4回　355名
■協働機関

前年度と同様に実施予定
食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

2 3

市民及び関係者が食育についての理解を深め、学ぶ機会とし、食育推進に
取り組めるよう普及啓発を図る。

目標 ①6/1(水)～13（月）
　えにあす　１階
②6/21(火)～7/15(金)
　図書館本館　1階
③令和4年秋頃
　恵庭市食育講演会と同時開催

令和3年度

北海道文教大学、ルーキーズカンパニー、子ども未来部子育て
支援課、経済部商工労働課、教育部学校給食センター、教育部
社会教育課

目標

テーマ　食で育む子どもの未来
～星澤流の食育、伝授します～

令和3年度

領域

1

■開催時期は、秋頃を予定

領域

1 2 3

食をとおして
健康をつくる

食をとおし
て

人と育む

食をとおし
て地域をつ
くる

事業名 令和３年度取組み状況 令和４年度計画・内容
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